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今年度は、ALMA受信機用のカートリッジのデザインについて検討を行い、独自の試作器を

製作した。これまでにも、ラザフォード研究所や国立天文台のグループにより、それぞれ（特

に支持機構において）異なるタイプのカートリッジが提案されている。今回我々は、剛性、防

振性、製作の容易さ、コストなどに注目し、これまで提案されたカートリッジにさらに改良の

余地がないか検討した。その結果、いくつかの新しいタイプのカートリッジをデザインした（別

図１-４参照）。これらカートリッジの重力変形については、ラザフォード型や天文台型も含め

て断面２次モーメントを計算し、たわみ量の簡単な比較検討を行なっている。この結果、ラザ

フォード型のカートリッジが、重力変形に対するたわみに対しては一番丈夫であるということ

を確認した。しかし、このラザフォード型はカートリッジの外周部が支持機構により完全に覆

われているために、内部のステージにアクセスするためには解体しなければならないなど、組

み立ての再現性などに問題があると考えられる。そこで我々は、ステージの中央部へのアクセ

スが可能で操作性がよく、市販のGFRPの板材を用いて容易かつ安価に製作でき、たわみに対し

ても天文台のカートリッジと同程度の強度を持つカートリッジを名古屋大学の理学部装置開発

室において試作した（図１、図５）。現在は、この試作したカートリッジに対して、実際に荷

重をかけることでたわみについての定量的な評価を行っているところである。 

   

今後はカートリッジテスト用の専用デュワーを製作し、実際に冷却テストを行いたい。す

でに、デュワーのデザインの検討を行い図面の作成中であり、１４年度の共同開発研究につい

て継続が認められた場合には、すぐにデュワーの製作に取りかかれる。熱スイッチについては、

デュワーとカートリッジを含めた全体を考えた際の剛性や熱伝導効率などにも考慮しながら、

さまざまなタイプを試作・テストし、ＡＬＭＡ用デュワーに最適な熱スイッチ方式を確立した

い。また、デュワーやカートリッジについても、熱収支を考慮しながら断熱方法や熱伝導用の

パスについての定量的な評価を行なう。剛性の問題についても防振性・操作性・保守の容易さ

などに基づいてデュワーとカートリッジ、熱スイッチ機構を一体としてよく検討し、より最適

化していきたい。 
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図１Wall (4+4)   型



図２　Wall (2+4)型      



図３Bamboo  型



  図４　Multi column型    



図５試作したカートリッジ
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